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要 旨   

 

非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）は、肝硬変の主要な原因となりつつあり、NASH に関

連する合併症の負担は今後数年間で大幅に増加することが予測されている。現在、NASHの

治療薬として、作用機序の異なるいくつかの分子が開発されているが、これまでに報告さ

れた有効性は限定的である。NASH の病態が複雑であることを考えると、薬理学的介入の

結果を改善するためには、いくつかの標的や経路を関与させる必要があり、NASH 治療に

おける併用療法の根拠となっている。併用療法への移行が進む中、本稿では、現在の治療

状況を踏まえた上で、NASH の治療にこのような併用療法を行うことの合理性と、このア

プローチの利点と限界についてレビューする。 

 

 


